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【巻末資料 図１ 万博記念公園の将来像】 
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【巻末資料 図２ 将来の目標とする植生概念図（案） 】 
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【巻末資料 表１ 森の区分と人の関与 】 
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【巻末資料 図３ 将来の目標とする水系（案） 】 

 

  



72 
 

【巻末資料 表２ 水系の保全と活用への対処(案)】 

  

 
【
Ⅰ
．
水
系
の
保
全
】

 
【
Ⅱ
．
水
系
の
活
用
】

 

現
状
・
課
題

 
○
植
栽
の
繁
茂
、
土
砂
の
堆
積
・
流
失
に
よ
る
水
辺
構
造
の
単
純
化

 

○
水
系
の
存
在
に
よ
り
、
周
辺
樹
林
地
の
湿
度
が
確
保
。

 

○
景
観
上
、
分
断
さ
れ
た
水
系
。

 

○
樹
木
の
繁
茂
等
に
よ
り
遮
蔽
さ
れ
、
良
好
な
水
辺
景
観
が
乏
し
い
。
 

○
休
憩
施
設
等
、
水
辺
空
間
の
施
設
活
用
が
乏
し
い
。
 

○
上
記
理
由
に
よ
り
、
水
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
が
消
失
。
 

目
標
像

 
○
生
物
多
様
性
豊
か
な
水
系
の
維
持
・保
全
・
再
生

 

○
国
内
希
少
種
が
生
息
す
る
貴
重
な
水
系
維
持

 

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
、
ニ
ッ
ポ
ン
バ
ラ
タ
ナ
ゴ
、
イ
タ
セ
ン
パ
ラ
、
 

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
、
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
等
々

 

○
休
息
、
遊
び
、
学
び
、
散
策
が
楽
し
め
る
水
系
。
 

○
多
く
の
人
を
引
き
付
け
る
多
彩
で
良
好
な
水
系
・親
水
空
間
。
 

対
応
手
段

 
①
園
内
生
物
多
様
性
の
保
全
を
継
続

 

②
希
少
性
の
生
息
環
境
保
全
を
継
続

 

①
植
栽
整
理
に
よ
る
、
自
然
観
察
・
散
策
空
間
の
創
出
。

 

②
水
系
景
観
の
連
続
性
確
保
。
 

③
新
た
な
水
辺
景
観
の
創
出
。
 

④
親
水
施
設
の
整
備
。
 

⑤
水
辺
の
遊
び
場
の
創
出
。
 

年
次
計
画

 
 

 

短
中
期

 

～
2
0
2
0
）

 

・
生
物
多
様
性
に
配
慮
し
た
施
設
整
備
及
び
植
栽
管
理
の
継
続

 

・
園
内
水
系
頼
り
に
生
息
す
る
国
内
希
少
種
の
保
全

 

・
生
態
系
に
影
響
を
及
ぼ
す
、
特
定
外
来
生
物
の
駆
除

 

・
自
然
観
察
・
散
策
空
間
の
創
出

 

（
周
辺
樹
木
整
理
・浚
渫
・
未
生
木
撤
去
等
に
よ
る
水
辺
景
観
・  

空
間
の
改
善
）
。
 

・
水
遊
び
空
間
の
創
出
（
浚
渫
の
実
施
、
水
中
柵
・安
全
施
設
等
の
設
置
）
。
 

・
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
、
日
本
庭
園
に
お
い
て
親
水
空
間
を
整
備
。
 

長
・
長
々
期

 

～
2
0
7
0
）

 

・
上
記
内
容
継
続

 
・
新
た
な
水
辺
景
観
の
創
出
・親
水
施
設
の
整
備

 

自
然
文
化
園
（
水
辺
の
ﾚ
ｽ
ﾄﾗ
ﾝ
・
親
水
ﾃ
ﾞｯ
ｷ
・休
憩
施
設
等
の
施
設
設
置
） 

日
本
庭
園
（中

央
休
憩
所
改
修
、
船
着
き
場
等
修
景
観
施
設
の
設
置
）  

・
水
系
景
観
の
連
続
性
確
保

 

水
澄
ま
し
の
池
～
夢
の
池
～
日
本
庭
園
に
至
る
水
系
の
連
続
性
を

 

親
水
施
設
整
備
と
併
せ
修
景
。
 

プ
ロ
グ
ラ
ム

 
・
市
民
参
画
に
よ
る
自
然
環
境
保
全
の
取
り
組
み
拡
充

 

（
水
系
動
植
物
調
査
・
水
辺
自
然
環
境
保
全
・
再
生
）  

・
親
水
空
間
を
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
開
催

 

自
然
文
化
園
：
自
然
観
察
や
環
境
保
全
型
農
業
体
験
等
の

 

体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

 

日
本
庭
園
：
 
 
水
辺
空
間
を
活
用
し
た
新
た
な
集
客

 

（
ホ
タ
ル
観
賞
会
、
観
蓮
会
の
継
続
も
含
む
）
イ
ベ
ン
ト
の
開
発
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【巻末資料 図４ 万博記念公園日本庭園八景 】 
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【巻末資料 図５ シンボルゾーンの重点整備１ 】 

 

  

大 地 の 池
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【巻末資料 図６ シンボルゾーンの重点整備２ 】 
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【巻末資料 図７ プログラム提供拠点 】 
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【巻末資料 図８ 外周緑地の保全と活用】 

 



78 
 

参考図書 

＜条例＞ 

大阪府日本万国博覧会記念公園条例 

＜報告書＞ 

万博記念公園基本計画(昭和 47年(1972年)) 日本万国博覧会記念協会 

万博記念公園と生態学 昭和 47年(1972)9.1 日本万国博覧会記念協会 

万博日本庭園造庭誌 昭和 55年 万博日本庭園造庭誌編集委員会 

万博公園案内ノート 平成 13年(2001年）5月 1日 日本万国博覧会記念協会 公園部緑地課  

万博記念公園 将来ビジョン 平成 18年(2006)7月 独立行政法人 日本万国博覧会記念機構 

万博日本庭園改修基本計画 平成 20年 3月(2008年)3月 独立行政法人 日本万国博覧会記念機構 

京都造形芸術大学 日本庭園・歴史遺産研究センター 

自然文化園自立した森調査業務報告書 平成 22年(2010年)3月 独立行政法人 日本万国博覧会記念機構 

自立した森密生林毎木調査報告書 平成 22年(2010年)3月 独立行政法人 日本万国博覧会記念機構 

自然文化園自立した森調査業務報告書 平成 23年(2011年)3月 独立行政法人 日本万国博覧会記念機構 

自立した森密生林毎木調査報告書 平成 23年(2011年)3月 独立行政法人 日本万国博覧会記念機構 

自然文化園自立した森調査業務報告書 平成 24年(2012年)3月 独立行政法人 日本万国博覧会記念機構 

自立した森密生林毎木調査報告書 平成 24年(2012年)3月 独立行政法人 日本万国博覧会記念機構 

自然文化園自立した森調査業務報告書 平成 25年(2013年)3月 独立行政法人 日本万国博覧会記念機構 

自立した森密生林毎木調査報告書 平成 25年(2013年)3月 独立行政法人 日本万国博覧会記念機構 

自然文化園自立した森調査業務報告書 平成 26年(2014年)3月 独立行政法人 日本万国博覧会記念機構 

自立した森密生林毎木調査報告書 平成 26年(2014年)3月 独立行政法人 日本万国博覧会記念機構 

森発見 自立した森再生センター便り No.33 平成 26年(2014年)3月 15日 独立行政法人 日本万国博

覧会記念機構 

万博記念公園 植栽アセットマネジメント計画策定業務 平成 26年 2月 独立行政法人 日本万国博覧会

記念機構 

万博記念公園来園者分析等調査業務報告書 平成 26年 3月 独立行政法人 日本万国博覧会記念機構 

＜図書＞ 

日本万国博覧会公式ガイド 昭和 44年 12月 25日 日本万国博覧会協会 

森本 幸裕 , 夏原 由博：「いのちの森―生物親和都市の理論と実践 」  平成 17年(2005)4月 

吉村元男：「森が都市を変える  野生のランドスケープデザイン」 平成 16年(2004)2月 

神部四郎次：「田治六郎の世界 万博日本庭園の再発見」 平成 14年(2002年).10.13 

＜資料編＞ 

審議会資料 

議事録 

  



79 
 

 

大阪府日本万国博覧会記念公園運営審議会検討経過 

 

審 議 会 

 

魅力創出部会 

 ※第４回は、意見交換会として開催 

 

緑整備部会 

 

  

回 日 主 な 内 容 

第１回 平成２６年２月１０日 ・（諮問）日本万国博覧会記念公園の活性化に向けた 

将来ビジョン（施設整備及び運営）について 

・事務局からの公園概要説明 

・部会の設置について 

第２回 平成２６年７月１４日 ・「太陽の塔」内部公開について 

・将来ビジョンについて 

第３回 平成２６年８月２６日 ・「太陽の塔」内部公開について 

・将来ビジョンについて（中間報告） 

第４回 平成２６年１１月２７日 ・将来ビジョンについて 

第５回 平成２７年１月２２日 ・将来ビジョンについて（答申案） 

回 日 主 な 内 容 

第１回 平成２６年５月２２日 ・「太陽の塔」内部公開について 

・将来ビジョンについて 

第２回 平成２６年７月３０日 ・「太陽の塔」内部公開について 

・将来ビジョンについて 

第３回 平成２６年１０月２３日 ・将来ビジョンについて 

第４回 平成２６年１２月１７日 ・将来ビジョンについて 

回 日 主 な 内 容 

第１回 平成２６年６月１３日 ・将来ビジョンについて 

第２回 平成２６年８月１２日 ・将来ビジョンについて 

第３回 平成２６年１０月３１日 ・将来ビジョンについて 

第４回 平成２６年１２月２日 ・将来ビジョンについて 
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大阪府日本万国博覧会記念公園運営審議会委員等名簿 

  平成 27年 1月 1日現在 

氏    名 職    名 備    考 

会 長 更家 悠介  サラヤ株式会社 代表取締役社長 

 （大阪商工会議所 常議員） 

 魅力創出部会長 

委 員 石川 幹子  中央大学理工学部 教授 

 （東京大学 名誉教授） 

 緑整備部会長 

委 員 篠﨑 由紀子  株式会社都市生活研究所 代表取締役社長 

 （一般社団法人関西経済同友会 常任幹事） 

 緑整備部会 

委 員 寺田 千代乃  アートコーポレーション株式会社 代表取締役社長 

 （公益社団法人関西経済連合会 副会長） 

 魅力創出部会 

委 員 中谷 憲正  中谷機工株式会社 代表取締役社長 

 （一般社団法人大阪青年会議所 直前理事長） 

 魅力創出部会 

委 員 生井 一郎  株式会社阪急交通社 代表取締役会長  魅力創出部会 

委 員 平田 竹男  早稲田大学大学院スポーツ科学研究科 教授  魅力創出部会 

      （５０音順） 

専門 

委員 

尼﨑 博正  京都造形芸術大学環境デザイン学科 教授  緑整備部会 

（造園分野） 

専門 

委員 

小泉 潤二  公益財団法人 国際高等研究所 副所長 

 （大阪大学 特任教授）  

 魅力創出部会 

（文化・学術分野） 

専門 

委員 

甲谷 寿史  大阪大学大学院工学研究科 准教授  緑整備部会 

（建築環境分野） 

専門 

委員 

橋爪 紳也  大阪府立大学２１世紀科学研究機構 教授  魅力創出部会 

（観光・集客分野） 

専門 

委員 

養父 志乃夫  和歌山大学システム工学部環境システム学科 教授  緑整備部会 

（自然環境保全 

・修復技術分野） 

専門 

委員 

山本  聡  兵庫県立大学大学院 

緑環境景観マネジメント研究科 教授 

 緑整備部会 

（緑地景観分野） 

   （５０音順） 
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大 阪 府 日 本 万 国 博 覧 会 記 念 公 園 運 営 審 議 会 規 則 を 公 布 す る
。  

  平 成 二 十 六 年 二 月 四 日  

大 阪 府 知 事  松 井  一 郎   

大 阪 府 規 則 第 七 号  

大 阪 府 日 本 万 国 博 覧 会 記 念 公 園 運 営 審 議 会 規 則  
（ 趣 旨 ） 

第 一 条  こ の 規 則 は
、
大 阪 府 附 属 機 関 条 例（ 昭 和 二 十 七 年 大 阪 府 条 例 第 三 十 九 号 ）

第 六 条 の 規 定 に 基 づ き
、

大 阪 府 日 本 万 国 博 覧 会 記 念 公 園 運 営 審 議 会 （ 以 下 「 審

議 会 」 と い う
。 ） の 組 織
、

委 員
、

臨 時 委 員
、

特 別 委 員 及 び 専 門 委 員 （ 以 下 「 委

員 等 」 と い う
。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 そ の 他 審 議 会 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定

め る も の と す る
。  

（ 組 織 ） 

第 二 条  審 議 会 は
、

委 員 十 人 以 内 で 組 織 す る
。  

２  委 員 は
、

学 識 経 験 の あ る 者 そ の 他 知 事 が 適 当 と 認 め る 者 の う ち か ら
、

知 事 が

任 命 す る
。  

３  委 員 の 任 期 は
、

二 年 と す る
。

た だ し
、

補 欠 の 委 員 の 任 期 は
、

前 任 者 の 残 任 期

間 と す る
。  

（ 臨 時 委 員
、

特 別 委 員 及 び 専 門 委 員 ） 

第 三 条  審 議 会 に
、

特 別 の 事 項 を 調 査 審 議 さ せ る た め 必 要 が あ る と き は
、

臨 時 委

員 及 び 特 別 委 員 若 干 人 を 置 く こ と が で き る
。  

２  審 議 会 に
、

専 門 の 事 項 を 調 査 審 議 さ せ る た め 必 要 が あ る と き は
、

専 門 委 員 若

干 人 を 置 く こ と が で き る
。  

３  臨 時 委 員
、

特 別 委 員 及 び 専 門 委 員 は
、

知 事 が 任 命 す る
。  

４  臨 時 委 員 及 び 特 別 委 員 は
、

当 該 特 別 の 事 項 に 関 す る 調 査 審 議 が 終 了 し た と き

は
、

解 任 さ れ る も の と す る
。  

５  専 門 委 員 は
、

当 該 専 門 の 事 項 に 関 す る 調 査 審 議 が 終 了 し た と き は
、

解 任 さ れ

る も の と す る
。  

（ 会 長） 

第 四 条  審 議 会 に 会 長 を 置 き
、

委 員 の 互 選 に よ っ て こ れ を 定 め る
。  

２  会 長 は
、

会 務 を 総 理 す る
。  

３  会 長 に 事 故 が あ る と き は
、

会 長 が あ ら か じ め 指 名 す る 委 員 が
、

そ の 職 務 を 代

理 す る
。  

（ 会 議 ） 

第 五 条  審 議 会 の 会 議 は
、

会 長 が 招 集 し
、

会 長 が そ の 議 長 と な る
。  

２  審 議 会 は
、

委 員（ 議 事 に 関 係 の あ る 臨 時 委 員 を 含 む
。

次 項 に お い て 同 じ
。 ） の

二 分 の 一 以 上 が 出 席 し な け れ ば 会 議 を 開 く こ と が で き な い
。  

３  審 議 会 の 議 事 は
、

出 席 委 員 の 過 半 数 で 決 し
、

可 否 同 数 の と き は
、

議 長 の 決 す

る と こ ろ に よ る
。  

 
 
（ 部 会 ） 
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（ 部 会 ） 
第 六 条  審 議 会 に
、

必 要 に 応 じ て 部 会 を 置 く こ と が で き る
。  

２  部 会 に 属 す る 委 員 等 は
、

会 長 が 指 名 す る
。  

３  部 会 に 部 会 長 を 置 き
、

会 長 が 指 名 す る 委 員 が こ れ に 当 た る
。  

４  部 会 の 会 議 は
、

部 会 長 が 招 集 し
、

部 会 長 が そ の 議 長 と な る
。  

５  部 会 長 に 事 故 が あ る と き は
、

部 会 に 属 す る 委 員 の う ち か ら 部 会 長 が あ ら か じ

め 指 名 す る 委 員 が
、

そ の 職 務 を 代 理 す る
。  

６  前 条 第 二 項 及 び 第 三 項 の 規 定 は
、

部 会 の 会 議 に つ い て 準 用 す る
。  

７  前 条 の 規 定 に か か わ ら ず
、

審 議 会 は
、

そ の 定 め る と こ ろ に よ り
、

部 会 の 決 議

を も っ て 審 議 会 の 決 議 と す る こ と が で き る
。

こ の 場 合 に お い て
、

部 会 長 は
、

審

議 会 に 審 議 の 結 果 を 報 告 し な け れ ば な ら な い
。  

（ 報 酬 ） 

第 七 条  委 員 等 の 報 酬 の 額 は
、

日 額 九 千 六 百 円 と す る
。  

（ 費 用 弁 償 ） 

第 八 条  委 員 等 の 費 用 弁 償 の 額 は
、

職 員 の 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 年 大 阪 府

条 例 第 三 十 七 号 ） に よ る 指 定 職 等 の 職 務 に あ る 者 以 外 の 者 の 額 相 当 額 と す る
。

（ 庶 務） 

第 九 条  審 議 会 の 庶 務 は
、

府 民 文 化 部 に お い て 行 う
。  

（ 委 任） 

第 十 条  こ の 規 則 に 定 め る も の の ほ か
、

審 議 会 の 運 営 に 関 し 必 要 な 事 項 は
、

会 長

が 定 め る
。  

附  則  
（ 施 行 期 日 ） 

１  こ の 規 則 は
、

平 成 二 十 六 年 二 月 五 日 か ら 施 行 す る
。  

（ 大 阪 府 原 子 炉 問 題 審 議 会 等 の 委 員 等 の 報 酬 の 特 例 に 関 す る 規 則 の 一 部 改 正） 

２  大 阪 府 原 子 炉 問 題 審 議 会 等 の 委 員 等 の 報 酬 の 特 例 に 関 す る 規 則 （ 平 成 二 十 三

年 大 阪 府 規 則 第 二 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る
。  

  次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で

示 す よ う に 改 正 す る
。  

改 正 後 改 正 前 

第 十 七 条 （ 略） 

（ 大 阪 府 日 本 万 国 博 覧 会 記 念 公 園 運 営 審 議 会 の 委 員 等 の 報 酬 の 特

例） 

第 十 八 条 大 阪 府 日 本 万 国 博 覧 会 記 念 公 園 運 営 審 議 会 の 委 員
、

臨

時 委 員
、

特 別 委 員 及 び 専 門 委 員 の 報 酬 の 額 は
、

特 例 期 間 に お い

て
、

大 阪 府 日 本 万 国 博 覧 会 記 念 公 園 運 営 審 議 会 規 則（ 平 成 二 十

六 年 大 阪 府 規 則 第 七 号） 第 七 条 の 規 定 に か か わ ら ず
、

日 額 九 千

四 百 円 と す る
。  

第 十 九 条― 第 百 五 十 五 条 （ 略） 

第 十 七 条 （ 略） 

 

 

 

第 十 八 条― 第 百 五 十 四 条 （ 略） 
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